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○ 暫定規制値に適合している食品は、健康への影響はないと一般
的に評価され、安全は確保されていたが、 

より一層、食品の安全と安心を確保する観点から、暫定規制
値で許容していた年間線量５ミリシーベルトから年間１ミリ
シーベルトに基づく基準値に引き下げた。 

  ○放射性セシウムの暫定規制値※１ 

（単位：ベクレル/kg） 

○放射性セシウムの基準値※２ 

※２ 放射性ストロンチウム、プルトニウム等 
     を含めて基準値を設定 

※１ 放射性ストロンチウムを含めて規制値を 
     設定 

食品の暫定規制値と基準値 

食品 規制値 
飲料水 200 

牛乳・乳製品 200 
野菜類 

500 穀類 
肉･卵･魚･その他 

食品群 基準値 
飲料水 10 
牛乳 50 

一般食品 100 

乳児用食品 50 

線量限度 

　2012（平成 24）年 3月までの「暫定規制値」に適合している食品においても、健
康への影響という面では安全はじゅうぶんに確保されていました。しかし、より一層
食品の安全、安心を確保する観点から暫定規制値が見直されて、2012（平成 24）年
4月 1日より新しい「基準値」が設定されました。
　暫定規制値の設定では、上限濃度に汚染された食物を 1年間食べ続けたとした場
合でも、そこから受ける追加被ばく線量が年間 5ミリシーベルトを超えないことが
根拠になっていました。新たな基準値を設定するに当たっては、上限濃度に汚染され
た食物を 1年間食べ続けたとした場合でも、そこから受ける追加被ばく線量が年間 1
ミリシーベルトを超えないという考え方になっています。
　暫定規制値では 5項目に分類されていた食品が新しい基準値では 4項目に再分類
されました。最も摂取頻度の高い「飲料水」については 10 ベクレル /kg と従前の
20分の 1という非常に厳しい数値が設定されました。また、乳幼児による摂取量が
多い「牛乳」については 50ベクレル /kg に下げられました。同時に、乳児の安全性
確保の面から「乳児用食品」という新たな項目が設定され、牛乳と同じレベルの 50
ベクレル /kg とされました。それ以外の「一般食品」すべてについては 100 ベクレ
ル/kgという値が設定されました。一般食品として全部を一括りにした背景には、個々
人の食習慣の違いから来る追加被ばく線量の差を最小限にするという考えがありまし
た。どんな食品を食べても、それらが基準値内であれば安全は確保できるという値と
して設定されました。
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日本 
基準値 

(2012. 4～） 

コーデック
ス委員会※ 

EU(域内の 
流通品） アメリカ 韓国 

飲料水 10 1,000 1,000 1,200 370 

牛乳 50 1,000 1,000 1,200 370 

一般食品 100 1,000 1,250 1,200 370 

乳児用食品 50 1,000 400 1,200 370 

食品の規制値の比較 

単位はベクレル/kg 
※消費者の健康の保護、食品の公正な貿易の確保等を目的として、1963年に国際連合食糧農業機関（FAO）及び 
 世界保健機関（WHO）により設置された国際的な政府間機関であり、国際食品規格の策定等を行っています。 

食品中の放射性セシウム濃度の規制値 

線量限度 

　わが国では2012（平成24）年4月1日より、新たに食品中の放射性物質について「基
準値」が設定されました。新しい基準値では食品を 4項目に分類し、最も摂取頻度
の高い「飲料水」については 10ベクレル /kg と非常に厳しい数値が設定されました。
また、乳幼児の摂取量が多い「牛乳」は 50ベクレル /kg に、さらに乳児の安全生確
保の面から「乳児用食品」という新たな項目が設定され、牛乳と同じレベルの 50ベ
クレル /kg とされました。それ以外の「一般食品」すべてについては 100 ベクレル
/kg という値が設定されました。
　一般食品として全部を一括りにした背景には、個々人の食習慣の違いから来る追加
被ばく線量の差を最小限にするという考えがありました。どんな食品を食べても、そ
れらが基準値内であれば安全は確保できるというじゅうぶん余裕を持った値として設
定されました。
　なお、各国の規制値が異なる理由は、規制値を設定する際に仮定した 1年間の被
ばく限度や、食品中の汚染率などが、それぞれの国などによって異なるためです（日
本：被ばく限度は年間 1ミリシーベルトまで。安全側にたち一般食品は 50％、牛乳・
乳製品と乳児用食品は 100％が汚染されていると仮定。コーデックス委員会：被ば
く限度は年間 1ミリシーベルトまで｡ 食品中の 10％が汚染されていると仮定）。
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